
190 INTERNET magazine 2001/6 モジラ：ネットスケーブナビゲーターの開発コード名。1998年ネットスケープがブラウザーのソースコードを開放した際に、次期バージョンのネットスケープを“モジラ”として公開した。

ブラウザー戦争が終焉して久しい。しかし、メディアアーティストが
“ブラウザー”を手段に自分たちの考えを表現しようという試みがあ
る。オランダで端を発した「インターナショナルブラウザーデイ」の
趣旨はまさにそこにある。第4回となったこのイベントは、海を越え
てインタラクティブデザインのメッカ、ニューヨークで開催された。
この場で紹介されたアーティストの自由な発想で作られる“ブラウザ
ー”は、われわれが知りえることのない奇異な姿へと変容しているが、
インターフェイスの飽くなき探求がそこに見て取れる。

取材･文 岡田智博
coolstates.com

“インターナショナル
ブラウザーデイ”
レポート

ニューヨーカーたちが挑む
未来インターフェイス

ウェブデザインが
すべてではない！

「ウェブデザインだけでインターネットのデ

ザインを極めたと思うな！　それだけなら、ソ

フトメーカーの規格の手のひらで踊らされてい

るだけだ。ブラウザーやインターフェイスから

デザインできなければ、自由なデザインはでき

ないだろう」

こんな挑発的なコンセプトのもと、プログ

ラマーやデザイナー自身が作りだしたオリジナ

ルのブラウザーや新しいインターフェイスのイ

メージを提案し合うイベントが、インタラクテ

ィブデザインビジネスのメッカ、ニューヨーク

でこの3月末に開催された。

真のインターフェイスを
目指す
1998年春、オランダ、アムステルダム。マ

イクロソフトとネットスケープが繰り広げたブ

ラウザー戦争によるデスクトップ獲得合戦を

前に憂えている人々がいた。もともと自由自

在にデータをやり取りするためのメディアであ

ったインターネットなのに、巨大ビジネスの産

物であるブラウザーによってその自由さと創造

力がなくなってしまうと。ならばユーザーの手

に帰した自分たちのブラウザーを作ろう。そ

の提唱のもと、世界中からオリジナルのブラ

ウザーの作り手を集めるとともに、自分たち

でもブラウザーを作り、提案し合おうという

イベントが生まれた。これがこのイベントの発

端である。

奇しくも最初の「ブラウザーデイ」の準備

を進めていた間の1998年4月1日に、ネット
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INTERNET magazine 2001/6 191IPv6（アイ・ピー・ブイ・シックス／Internet Protocol Version 6）：インターネットの基盤となるネットワークプロトコル（通信の規約）の6番目のバージョン。現行ではIPv4
と呼ばれるプロトコルが使われている。IPv6になると、アドレス空間が現在の32ビット（約43億個のアドレス）から128ビット（とてつもなく膨大なアドレス数）まで拡大する。

I N T E R N A T I O N A L  B R O W S E R  D A Y

スケープがモジラのソースコードを開放する。

そこでこのイベントの第1回が同2日に急遽開

催された。このときはインターネットを通じて

手に入れたばかりのソースコードをもとに個々

のブラウザーを即興で作り上げるブレックファ

ーストミーティングというものだった。以降、

大企業によって制限されたインターネット上

のインターフェイスへのカウンターとなる“真

のインターフェイス”を作ろうというクリエイ

ティブキャンペーンのイベントとして存続し、

毎年開催されている。

「ブロードバンド」「モバイル」といったイ

ンターネットを取り囲む環境が変化するなか

で、ブラウザーデイの概念はPCのデスクトッ

プの上での葛藤であるだけでなく、新しいプ

ラットフォームにおけるチャレンジそのものへ

と変貌していった。ソースコード開放への“キ

ャンペーンの日”から“チャレンジをする日”

と変化し、4回目となる今年は初めて海を渡

り、3月25日にニューヨークのイーストビレ

ッジで開催されることになったのだ。

ブラウザーそのもので
完結しない
インターナショナルブラウザーデイに先立

ち、全米および過去の開催地であったオラン

ダから、独自のブラウザーを制作する大学院

生を中心とした若手クリエイターたちが募集

された。そのなかから25組がファイナリスト

として選ばれ、3分間でそれぞれのブラウザー

をプレゼンテーションする。そしてそれをニュ

ーヨークのインタラクティブデザインの産・

学・報道の第一人者たちによって構成された

審査員団が審査する。最終的に優勝者と5組

の入賞者を決定させようというのがブラウザ

ーデイのメインイベントである。

このプレゼンテーションで展開されるブラウ

ザーの基準は：

・オリジナリティーがある

・斬新な機能性と操作性を提案できている

・アイデアを興味深く伝えられるパフォーマ

ンスをステージ上で展開している

・ビジュアルデザインの持つ圧倒的な「パワ

ー」を忘れずにデザインされている

・情報の組み立て方に新しい側面がある

・デザインの「パワー」をより引き立てる存

在としての音が効果的に使われている

というようなものとなっていた。このため、

プログラムを組んで一からから起こしたオリジ

ナルのブラウザーだけでなく、ブロードバンド

やIPv6時代のブラウジングのイメージをCG

映像で見せたり、マウスやパッドに替わるブ

ラウジングのためのデバイスとして、レコード

のターンテーブル状のものや手漕ぎ車状のも

のを作っていたり、はたまた「人間をブラウ

ジングします」とでもいうようなダンスパフォ

ーマンスがあったりと多種多彩な内容となっ

ていた。

ブラウザーそのものだけを見せ合うイベント

を想像してしまうと理解に苦しんでしまうが、

実際にはブラウザーをネタに発想力を競い合

い、それを具体的に見せるという、インター

フェイスを考えるうえで刺激になるアイデアに

溢れていた。

では早速、ニューヨーカーたちのブラウザー

に対する創造（想像）力を見てみよう。
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192 INTERNET magazine 2001/6 USB（ユー・エス・ビー／Universal Serial Bus）：キーボードやマウス、TAなどの比較的低速な機器を接続するための汎用シリアルインターフェイス。接続できる機器は最大で
127台。現状の規格では、最大伝送速度は12Mbps。

気になるユニークな「ブラウザー」たち
ここでは筆者が特に興味を持った「ブラウザー」の受賞作品を紹介しよう。

スクラッチしてページを
ナビゲートするブラウザー

手で漕ぐとデータがロードされるブラウザー これは手漕ぎならぬ、スクラッチングデバイ

ス。まるでレコードのターンテーブルのような

ものを持ち出すのは、アムステルダムのアート

スクール、サンドバーグインスティテュートの

大学院生のロエル・ワルター。USBプラグが

付いているこのターンテーブルの名前は『スク

ラッチマシーン』。これをPCに挿してショー

タイム。まずはDJよろしくウェブページをス

クラッチする。すると手漕ぎブラウザーのよう

に、今度はウェブページがナビゲートされてゆ

く。次にワルター、ムービーファイルを開い

てスクラッチ。スローにリバース、それに画像

のミックスと、スクラッチに合わせて小気味

よく変化する。「これでスクラッチして、ザッ

ピングすることで読みたいニュースだけを見ら

れるんだ。自分だけのニュースショーさ」と

プレゼンテーションし、会場から歓声を引き

出す。すでにデバイスを作ってしまったワルタ

ーに次に何をするのかと聞いたら「このスクラ

ッチマシーンを使って操作するドキュメンタリ

ーフィルムの制作にこれから入る予定。スク

ラッチマシーンとそれに合う作品の制作で修

士研究をまとめる」とのこと。

大賞を獲った手漕ぎブラウジングデバイス

の『クランクウェブ』。デスクトップ上の専用

インターフェイスにURLを入力して自転車の

ペダルのような手漕ぎ車を手でくるくる回転

させると、デスクトップに起動させてある任意

のブラウザー上にデータが読み込まれる仕掛

けとなっている。これを作ったジョナ・ブルッ

カー・コナンは、ニューヨーク大学のインタラ

クティブテレコミュニケーション専攻を修了

後、遊び心のあるインタラクションを実現す

るデバイスの開発をする仕事に打ち込んでい

る最中とのこと。ブルッカー・コナンの仕事

は下記のURLで見られる。

www.coin-operated.com
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INTERNET magazine 2001/6 193サムネイル：親指の爪のことであるが一般には非常に小さいものを意味する。ここでは、画像や文書といった情報を縮小表示したものを意味している。

I N T E R N A T I O N A L  B R O W S E R  D A Y

蜂の巣状の幾何学パターンで
情報を整理するブラウザー

六角形のサムネイルを関連情報別に蜂の巣

状に組み合わせて見せる情報整理型のインタ

ーフェイスを作ったのは、ニューヨーク大学イ

ンタラクティブテレコミュニケーション専攻の

大学院生、ノア・ヘンドラーとトッド・ハロ

ベック。このIndraというブラウザーは探した

い情報のキーワードを打ち込むと、それに応

じたファイルやサイトをテキストやイメージ、

オーディオファイルというかたちで抽出して六

角形のサムネールでプレビューさせるというも

の。ユーザーはその六角形を組み合わせなが

ら、自分が求めている情報を整理してナビゲ

ートするという、サーチエンジンと情報整理

ツールの側面を持ったブラウザーである。

アートとしての“ブラウザー”

独創的なブラウザーから、デバイスやイン

ターフェイスデザインのプレゼンテーションま

で、甲乙つけがたい特徴を持った作品が受賞

作品として選ばれた。そのなかで大賞として

選ばれたのは、手漕ぎブラウジングデバイス

『クランクウェブ』を作ったジョナ・ブルッカ

ー・コナン。評価された点は、手で漕ぐこと

でブラウザーにデータが読み込まれるように動

作するデバイスを完成させていること、漕い

でページを表示するデモンストレーションがユ

ーモラスでとても楽しめるデバイスであるとこ

ろだった。

今回のブラウザーデイでファイナリストに残

ったほとんどのクリエイターは、地元の東海

岸からとブラウザーデイ発祥の地のオランダか

らであったが、総じてオランダ勢のほうが東海

岸のクリエイターよりも洗練されたプレゼンテ

ーションを繰り広げ、面白味があった。これ

だけでなく、インターフェイスとしてのデザイ

ンやアイデアもオランダの水準が高く、その差

は際立っていた。この理由として「ドットコ

ムビジネス真っ盛りで、学生が即戦力となる

ような表現方法だけを学んでいる状況にある

ニューヨークでは、デザイナーもプログラマー

も創造的な表現を養うことが難しくなってい

る」とブラウザーデイを取材に来たニューヨー

クでインタラクティブデザインを教えるアムス

テルダム出身のテッド・バイフィールドは分析

する。彼は「アムステルダムのアートスクール

では、機材はニューヨークと比較すると充実

はしていないが、アーティストとしてどう表現

するかを叩き込まれる。このため学生たちは

彼らが表現したいものに必要なすべてを吸収

しなければならない。したがって、作品を1つ

のかたちに仕上げることに慣れている」とニュ

ーヨークとの違いを語る。

来年は日本開催へ

このインターナショナルブラウザーデイはニ

ューヨーク開催の後、今年の秋にアムステル

ダム以外のヨーロッパでもっともインターフェ

イスデザインが盛り上がっているベルリンで初

の開催が決まっている。そして来年の春を目

標に日本での開催を決定し、現在、開催パ

ートナーを探している状態にある。

「モバイルやビデオゲームなどの新しいハー

ドインターフェイスを生み出すとともに、独自

のハイテクカルチャーを持つ日本で、新しい

インターフェイスの可能性を見出すのは世界

的に見ても注目に値する刺激的なイベントに

なる」とインターナショナルブラウザーデイの

創始者の1人で現プロデューサーである、ア

ムステルダム在住のデザイナー、ミカ・ヘリー

ツェンは日本への期待を語っている。

※日本開催に関する問い合わせは筆者まで
okada@coolstates.com

インターナショナルブラウザーデイ
www.internationalbrowserday.com
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